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放
射
性
汚
泥
を
調
査

市
民
団
体
土
岐
、
瑞
浪
の
山
林
で
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酸
化
チ
タ
ン
の
製
造
過
程

で
出
た
放
射
性
物
贅
を
含
む

汚
泥
が
土
岐
市
や
瑞
浪
市
の

山
林
に
野
積
み
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
市
民
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
5

日
、
現
地
を
調
査
し
た
。

調
査
を
し
た
の
は
、
「
放

射
能
の
ゴ
ミ
は
い
ら
な
い
！

市
民
ネ
ッ
ト
・
岐
阜
」
代
表

の
兼
松
秀
代
さ
ん
ら
市
民
グ

ル
ー
プ
と
両
市
の
市
議
、
愛

知
県
瀬
戸
市
の
市
議
加
藤

徳
太
郎
さ
ん
ら
十
数
人
。
瀬

戸
市
で
も
山
積
み
さ
れ
て

い
る
の
が
見
つ
か
り
、
加
藤

さ
ん
ら
が
愛
知
県
な
ど
に
対

策
を
要
請
し
て
い
る
と
い

う
。

兼
松
さ
ん
ら
に
よ
る
と
、

汚
泥
は
「
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
」

と
い
う
物
質
。
90
年
代
初
め

ご
ろ
、
国
内
の
酸
化
チ
タ
ン

メ
ー
カ
ー
が
排
出
し
た
廃
棄

物
の
汚
泥
な
ど
か
ら
放
射
線

が
検
出
さ
れ
、
問
題
化
し

た
。
が
、
科
学
技
術
庁
、
通

産
省
な
ど
4
省
庁
が
合
同
で

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
新
基
準
を

盛
り
込
ん
だ
通
達
を
出
し
た

う
え
で
、
「
工
場
や
処
分
場

内
な
ど
で
1
年
間
に
浴
び
る

放
射
線
の
線
量
が
1
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
な
の
で
、
安
全

上
問
題
が
な
い
」
と
す
る
事

実
上
の
安
全
宣
言
を
し
た
経

緯
が
あ
る
。

こ
の
日
確
認
し
た
野
積
み

場
所
は
、
土
岐
市
泉
町
定
林

寺
の
国
道
2
1
号
わ
き
の
斜
面

と
瑞
浪
市
稲
津
町
小
豊
の
民

家
に
隣
接
し
た
斜
面
の
2
カ

所
。
ど
ち
ら
も
覆
土
さ
れ
て

い
た
が
、
雨
で
流
さ
れ
た
赤

い
汚
泥
も
確
認
さ
れ
た
。
市

民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、
瑞

浪
の
現
場
で
は
、
自
然
界
を

上
回
る
放
射
線
が
検
出
さ

れ
、
国
の
規
制
値
を
超
え
る

所
も
あ
る
と
い
う
。

市
民
グ
ル
ー
プ
は
調
査
結

果
を
ま
と
め
、
7
日
に
も
東

京
に
出
か
け
、
管
轄
省
庁
に

対
し
、
放
射
性
汚
泥
物
質
の

扱
い
の
改
善
と
排
出
業
者
の

指
導
を
徹
底
す
る
よ
う
要
請

す
る
予
定
だ
。

放
射
性
物
質
含
む
埋
め
戻
し
材

瑞
浪
の
埋
設
現
紛
調
査
市民団体・

グ
ル
ー
プ
関
係
者
に
よ
る

と
瑞
浪
市
で
は
三
年
前
か
ら

同
市
稲
津
町
の
造
成
現
場
で

土
砂
の
搬
入
な
ど
が
行
わ

微
量
の
放
射
性
物
質
を
含

む
埋
め
戻
し
材
「
フ
ェ
ロ
シ

ル
上
に
よ
る
環
境
や
人
体

へ
の
影
響
を
危
ぐ
す
る
名
古

屋
市
な
ど
の
市
民
グ
ル
ー
プ

が
五
日
、
瑞
浪
市
稲
津
町
の

埋
設
現
場
を
調
査
し
た
。
同

市
の
こ
れ
ま
で
の
測
定
に
よ

る
と
放
射
線
量
は
国
の
基
準

他
の
埋
設
状
況
な
ど
を
調
べ

た
。フ

ェ
ロ
シ
ル
ト
は
、
酸
化

値
以
下
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
関

係
者
は
、
環
境
に
与
え
る
影

響
は
少
な
く
な
い
と
し
て
現

チ
タ
ン
の
製
造
過
程
で
出
る

汚
泥
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
製

品
で
、
土
地
造
成
で
土
砂
を

取
り
出
し
た
場
所
を
埋
め
戻

す
た
め
の
埋
設
材
料
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
。
製
品
工
場

が
あ
る
三
重
県
で
は
、
県
認

定
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
奨
品
に

な
っ
て
い
る
。

れ
、
そ
の
中
に
フ
ェ
ロ
シ
ル

ト
約
千
㌦
が
埋
め
ら
れ
た
と

い
う
。
愛
知
県
瀬
戸
市
や
土

岐
市
で
も
野
積
み
や
埋
設
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。

同
日
の
調
査
に
は
土
岐
市

や
瑞
浪
市
、
瀬
戸
市
の
市
議

ら
も
加
わ
り
、
瑞
浪
市
と
土

岐
市
の
二
カ
所
で
土
壌
や
埋
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め
立
て
の
経
緯
な
ど
を
確

認
。
調
査
に
参
加
し
た
瀬
戸

市
の
市
議
は
「
今
後
は
環
境
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フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
野
積
み
現
場
視
察
瑞
浪
の
市
議
ら

瑞
浪
市
稲
津
耶
の
私
有
地

に
放
射
性
物
質
を
含
む
リ
サ

イ
ク
ル
土
「
フ
ェ
ロ
シ
ル

ト
」
が
野
積
み
さ
れ
て
い
る

と
し
て
、
こ
の
問
題
に
関
心

を
持
つ
土
岐
市
、
瑞
浪
市
の

市
議
会
議
員
や
市
民
団
体
メ

ン
バ
ー
二
十
人
が
五
日
、
現

地
を
視
察
し
た
。

フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
は
、
白
色

顔
料
と
し
て
使
わ
れ
る
酸
化

チ
タ
ン
を
作
る
時
に
出
た
廃

液
を
再
利
用
し
た
も
の
で
、

三
重
県
四
日
市
市
の
化
学
メ

ー
カ
ー
が
開
発
し
、
埋
め
立

て
用
の
土
と
し
て
販
売
。
三

重
県
が
リ
サ
イ
ク
ル
推
奨
品

と
し
て
認
定
し
て
い
る
。
酸

化
チ
タ
ン
の
原
料
に
放
射
性

物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
国
の
基
準
値
以
下
で
は

あ
る
が
、
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
も

「放射性物質含み

環境に影響心配」
放
射
性
物
質
を
含
ん
で
お

り
、
環
境
へ
の
影
響
孝
心
配

す
る
声
も
あ
る
。

瑞
浪
市
稲
津
町
の
現
場
で

は
二
〇
〇
二
年
か
ら
、
土
地

の
所
有
者
で
あ
る
名
古
屋
市

の
男
性
が
、
宅
地
造
成
の
た

め
と
し
て
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
を

搬
入
。
土
砂
災
害
の
危
険
が

あ
る
た
め
県
や
同
市
が
対
策

を
取
る
よ
う
に
指
導
左
し
て

い
た
。こ

の
日
は
、
瑞
浪
市
の
現

場
と
、
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
と
思

わ
れ
る
土
が
野
積
み
さ
れ
て

い
る
土
岐
市
内
の
現
場
を
見

学
。
参
加
者
は
「
放
射
性
物

質
を
含
み
、
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
心
配
が
あ
る
の

で
、
早
急
に
対
策
を
と
る
必

要
が
あ
る
」
と
話
し
て
い

た
。
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